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ルワンダ子ども支援基金 緊急のお知らせ！ （小峯茂嗣ＡＲＣ事務局長）   

ARCが2002年から行っている「ルワンダ子ども支援基金」では、

ルワンダの低所得世帯の子どもたちも小学校で学べるように、現

地のNature Nursery School小学校を通じて子どもたちの教育支

援を行っています。 

ところがNature Nursery Schoolである問題が起こりました。 

この学校の敷地はルワンダ政府から学校教育のために借りている

ものなのですが、敷地の塀が古くて破損してしまいました。地域

の役所から「破損部分を修理しないと危ないので子どもたちを通学

させてはダメ」との通達が学校に来たそうです。Nature Nursery 

Schoolスタッフが業者に見積もりを取ったところ、6,364,000ルワ

ンダフラン（約 80 万円）かかるとのことでした。この学校の周辺は

首都キガリでも開発が遅れていて低所得世帯が多いところです。

そこの子どもたちにとってNature Nursery Schoolがなければ学

校に通うことはとても困難です。1 月から新学期が始まりました。

子どもたちは一時的に、この地域の他の小学校に通っています。

しかしその授業料等は、Nature Nursery Schoolが負担している状

態です。Nature Nursery Schoolは無償で低所得層の子どもたちを

受け入れていますが、この問題で受け入れることができないから

です。 

そこで子どもたちがまたこの学校に通えるように、緊急で塀の

修復のための「リターン・トゥ・スクール募金」を呼びかけさせていた

だきたいと思います♪ 

 

↑ 業者の見積書 

 

 

ここが Nature Nursery Schoolの校庭の塀です。 

  

塀の下部の破損は雨季の大雨で崩れるかもしれません。 

 

ＡＲＣルワンダ子ども支援基金 

リリタターーンン・・トトゥゥ・・ススククーールル募募金金へへののごご賛賛同同ののおお願願いい  

10000円のご寄付で！ 

 通学を再開できた子どもたちの記念写真パネル（A4サイズ）をご送付させていただきます 

50000円のご寄付で！ 

 記念写真パネルのご送付 ＋ 修復された塀にサポーターの方のお名前を表記させていただきます 

ササポポーートト振振りり込込みみ先先  

郵郵便便振振替替口口座座番番号号  

２２５５００－－２２－－５５７７８８３３３３  

口口座座名名義義人人  

アアフフリリカカ平平和和再再建建委委員員会会  



   

ルワンダ子ども支援基金報告―ルワンダの教育事情 （小峯茂嗣ＡＲＣ事務局長） 

Nature Nursery School理事のイルデフォンスさんが、ルワンダの教育事情について話してくれました。イルデフォンス

さんはARCの「ルワンダ子ども支援基金」で 10年以上のパートナーです。 

 

ジェノサイド以前のルワンダでは、少数派ツチの子どもたちが学校に

通うことは、多数派フツの子どもより困難でした。フツの方が優遇され

ていました。そしてフツの中でも北部出身の子どもは優遇され、南部出

身のフツの子どもが学校に行くことにも困難がありました。私はフツで

すが南部出身です。フツかツチかの違いだけでなく、出身地の違いでも

教育へのアクセスに格差がありました。このような政治的なバイアスが

あったのです。ジェノサイド以前のルワンダの学校では、教室で先生が

「ツチの子は起立して」「次はフツの人が起立して」なんてことも行わ

れていました。これは何のためにやっていたかというと、卒業後に上の

学校に進学させる人を仕分けするためでした。その背景にあるのは、北

部のある特定の地域のフツが国家権力を握っていたことにあります。だ

から、フツかツチか、さらにはどこの出身かで、格差を設けたのです。

格差の例としては、北部出身のフツの子どもには、よりよい教材を与え

たり、特別な授業を行ったりしていました。他にもジェノサイド以前の

教育大臣で、子どもをいい学校に行かせたい母親に性的関係を迫るとい

うこともまかり通っていました。その教育大臣が退任した後の新大臣は、

南部出身のフツが選ばれました。私はその時期に中等学校に進学を考え

る学年でしたが、南部出身の大臣じゃなければ、きっと進学できなかっ

たと思います（笑）。実際、私の兄は小学校ではクラスで 2 番目の成績

でしたが、中等学校に進学するための国家試験では不合格でした。考え

られません。 

今はみんなひとしく学校に行くことができるようになっていますよ。 

 

出自の差別で教育格差ができたころに比べて、今のルワンダはそういう差別はなくなったようです。でも経済発展の陰で所得格差も

広がっています。優秀な教師は高給の私立学校で教えますが、そのような学校には裕福な世帯の子どもしか通うことはできません。低

所得世帯の子どもは公立学校に行くか、そもそも学校に行くことすらできない子もいます。 

Nature Nursery Schoolは私立学校ですが、低所得世帯の子どものために学校を開設しました。今はルワンダの子どもたちは「みん

なひとしく」学校には行けるようになっていますが、貧富の格差が教育の質の格差につながっているとも言われています。それが将来

の所得格差につながり、貧富の格差の固定化につながりかねません。その格差による不満が、新たな対立と暴力につながらないか懸念

されます。1994 年のルワンダのジェノサイドを扇動した民兵たちも、多くは学校に行けなかったり、その結果いい仕事にも就けなか

ったりした若者でした。そういう意味で低所得世帯への教育支援は将来の国内の対立や暴力を防ぐ一助と考え、ARC は支援者の皆さ

んのご寄付を元に、Nature Nursery Schoolを通じて、低所得世帯の子どもたちでも学校に行けるために支援しています。  
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